
 

 

 

 

十勝小・中校長会は、管内 85校（義務教育学校３校）

で組織されている。今年度は、７名の新会員を迎え、４

月 10日に総会を開催し、「考え、挑む校長」をテーマ

に掲げ、当会の「校長の教育実践指標」のもと、着実に

諸事業を展開すべく力強く活動を開始した。  

 

Ⅰ 本年度の活動方針 

十勝小・中校長会は、「校長の教育実践指標」

を掲げ、会員相互の研鑽と公教育の使命の高揚

に努め、創意工夫に富んだ学校経営により十勝

教育の充実に成果を上げてきた。 

現在、各学校は現行学習指導要領の折り返し

を過ぎ、次期学習指導要領に向けた論点整理が

進む変革期にある。「対話型の授業」や「個別

最適な学びと協働的な学びの一体的充実」の推

進、生成 AIの活用など、授業改革は待ったな

しの状況である。同時に、自然災害への対応、

いじめ・不登校への組織的対応、多様な保護者

へのアプローチ、服務規律の徹底、働き方改革

のさらなる推進など、校長が直面する危機管理

と経営課題は多岐にわたる。 

多々ある課題解決の核心は、持続可能な十勝

教育を支える「人材育成」と、自走する職員集

団を創出する「組織マネジメント」の二点に収

束する。これらを学校経営の両輪として力強い

推進を図る。 

このため、本年度は前年度の「考える校長」

からさらに歩を進め、「考え、挑む校長（Think 

＆ Challenge）」をテーマに掲げる。これは無

謀な挑戦ではなく、明確な経営ビジョンとエビ

デンスに基づく「見通しをもったチャレンジ

（経営計画）」である。会員個々が一経営者と

して、人材育成と組織マネジメントを融合させ

た学校経営の具現化に挑む。 

本校長会は、管内の校長が志を同じくし、有

益な情報共有を迅速に図る強固な連携体制を

構築する。そして、「誰もが自分らしく輝き続

ける十勝教育の推進～ウェルビーイングの向

上を目指して～」を合言葉に、保護者や地域と

ともに「子どもの確かな学びと育ちの創出」に

邁進する決意である。 

 

Ⅱ 活動の重点 

１ 信頼に基づく創意工夫に満ちた活力ある

学校経営に努める  

○学習指導要領の趣旨を生かしたカリキ

ュラム・マネジメントの実現 

○教育効果を柱に据えた小中連携、小中一

貫教育に向けた加速度的な取組 

○不祥事防止や健康管理等に関する具体

的取組や方策 

○授業改革 

○防災教育・安全教育の推進 

２ 協働体制の確立と信頼関係の深化を図り、

組織体としての機能の充実に努める  

○様々な危機への準備・対応・回復・予防  

○会員相互の情報交流、広報活動の充実 

（Teamsの活用） 

○「学力・体力調査」等の結果を活用した

組織的な学校改善と教育活動の充実 

○学校組織の活性化  

３ 研修を深め、主体性を確立し、教育上の

諸問題の解決に努める  

○教育研究大会、法制研究会等の開催及び  

各種研修会への積極的な参加と支援 

○採用校長研修会、スクールリーダー育成  
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十勝牧場冬の風物詩 

「馬追い運動」（音更町） 



セミナーの実施継続 

○校長としての職能向上、人材育成のため

の学校経営研修 

４ 地域社会・関係機関との連携を強化し、

教育諸条件の整備に努める  

○道小、道中、町村校長会、十勝教育局等、

関係機関との連携・協力 

○人的・物的条件の改善と充実  

５ 待遇改善・福利厚生等の向上を図るため、

情報交換と要望活動の充実に努める  

○徹底的な「働き方改革」の推進  

６ その他  

○服務規律に関わる効果的な方策の交流 

○十勝小・中校長会史第四集編纂作業   

 

Ⅲ 各部の活動方針 

１ 研修部  

①教育に関する諸動向を的確に把握し、研

究活動を通して会員の資質向上と教育

諸課題の究明・解決に努める  

②町村･方面における研究の推進を図ると

ともに、教育情報の提供など十勝教育

の充実・発展に資する取組に努める 

③各種研究大会への積極的な参加促進に

努める 

２ 経営部  

①道小・道中、町村校長会との連携を密に

し、組織を充実する 

②学校経営上の諸問題を組織的に解決す

る活動を積極的に推進する  

③教育現場で抱えている法制上の問題に

ついて研修を深め、共通理解と職能向

上に努める 

④教育関係機関・団体との連携を深め、校

長会の主張・見解に対する理解を得て、

十勝教育の発展に努める  

３ 対策部  

①学校運営上の課題について調査研究を

推進し、学校経営の向上に役立てる  

②教育条件の整備・充実に資する  

③会員の健康維持、福利厚生の充実を目指

すとともに、退職・退任校長の福祉向上

に努める  

④教育懇談会等の開催を通して、会員相互

の親睦交流に努める 

⑤道小・道中、町村校長会、町村教育委員

会等の関係機関と連携を深め、業務の

円滑な推進に努める 

４ 情報部  

①町村校長会の活動、学校経営に関わる研

究や実践等の交流を図るとともに、今

日的な教育動向を踏まえた提言等を掲

載し、会員の職能向上に資する 

②視点を明確にした特集を組み、学校経営

の考え方や意見等を交流して経営の質

を高める資料の提供に努める 

③特色ある教育実践や課題等に関わる取

組等を広く紹介する  

④管内の教育課題に正対し、課題解決に資

する内容と構成の工夫に努める 

⑤各種情報の迅速な提供と関係資料の適

正な収集と保存に努める 

⑥Teams を活用した業務の効率化の推進 

 

Ⅳ 役 員 

会 長 岸  研吾（鈴 蘭 小） 

副 会 長 大石 浩之（大 樹 中） 

 〃   髙橋 教之（大 樹 小） 

事務局長 坂下 亮宏（上士幌小） 

事務局次長 安齋 亮太（共 栄 中） 

 〃   斉藤 貴史（士幌町中央中） 

会 計 長 上野 精嗣（札 内 中） 

会計次長 棚橋  亨（札内南小） 

監 査 川原 千暢（鹿 追 小） 

 〃   石森 裕章（勇 足 中） 

 〃   田代 佳子（瓜 幕 中） 

研修部長 佐藤 貴光（陸 別 小） 

経営部長 長澤 啓二（上更別小） 

対策部長 増田  覚（瓜 幕 小）  

情報部長 大宮 秀夫（芽 室 小） 


